
出
　
演
　
　
沈
　
建
仁
　
科
学
者
　
　
　
　   

岡
山
大
学
理
学
部
／
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科 

教
授

　
　
　
　
　
須
賀
み
ほ
　
美
術
史
家
　
　
　
　
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
／
大
学
院
美
術
研
究
科 

准
教
授

案
内
役
　
　
北
岡
武
司
　
哲
学
者
・
詩
人     

岡
山
大
学
文
学
部
／
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科 

教
授

平
成
二
十
五
年 

七
月
二
十
七
日
（
土
）
午
後
四
時 

開
演

岡
山
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
館

定
員
四
〇
〇
名 

先
着
順

入
場
無
料

山
水
の
思
考

Science ＋ Art

サ
イ
エ
ン
ス 

＋ 

ア
ー
ト
　
第
一
回

岡
山
大
学 

エ
ク
ス
ペ
リ
メ
ン
タ
ル
イ
ベ
ン
ト
　



　

光
、
水
、
空
気
─
─
こ
れ
ら
は
わ
た
し
た
ち
が
生
き
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
、
自
然
科

学
の
分
野
で
は
、
神
秘
と
も
言
え
る
そ
れ
ら
の
構
造
と
仕
組
み
を
捉
え
る
試
み
が
日
々
に
お
こ
な
わ
れ
、

一
方
視
覚
芸
術
の
分
野
で
は
、
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
こ
と
が
古
今
東
西
の
造
形
の
重
要
な
要
素
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

科
学
と
芸
術
の
交
歓
を
テ
ー
マ
に
企
画
さ
れ
た
岡
山
大
学
の
エ
ク
ス
ペ
リ
メ
ン
タ
ル
イ
ベ
ン
ト
「
サ
イ

エ
ン
ス
＋
ア
ー
ト
」、
そ
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
は
、
こ
の
三
つ
の
要
素
を
中
心
に
〝
自
然
〟
と
〝
東
洋
〟

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
「
山
水
の
思
考
」
と
題
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

岡大西門

岡
山
大
学
筋

創
立
五
十
周
年

　
　
　

記
念
館

美
術
史
家
。
東
京
藝
術
大
学
准
教
授
。

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
博
士
後
期
課
程
学
位

取
得
修
了
。
博
士
（
美
術
）
。
岡
山
大
学
准
教
授
を
経
て

二
〇
一
二
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
日
本
美
術
史
。
著
書
に
『
天

神
縁
起
の
系
譜
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
）
編
著
に
『
花
木
の

象
─
国
宝
都
久
夫
須
麻
神
社
』
（
同
）
ほ
か
。

平
成
十
一
年
度
國
華
賞
、
第
七
回
鹿
島
美
術
財
団
賞
受
賞
。

須
賀
み
ほ　
　
　
　
　
　

 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
M
i
h
o
 
S
u
g
a

北
岡
武
司　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

T
a
k
e
s
h
i
 
K
i
t
a
o
k
a
  

科
学
者
。
岡
山
大
学
教
授
。

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
、
理
学
博
士
。

理
化
学
研
究
所
研
究
員
を
経
て
、
二
〇
〇
三
年
よ
り
現
職
。

専
門
は
光
合
成
、
植
物
生
理
学
。

光
合
成
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
二
〇
一
二
年

度
朝
日
賞
受
賞
の
ほ
か
、
日
本
光
合
成
学
会
特
別
賞
「
光
と

緑
の
賞
」
、
第
七
十
一
回
山
陽
新
聞
賞
（
学
術
）
等
受
賞
。

沈
　
建
仁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
J
i
a
n
-
R
e
n
 
S
h
e
n

哲
学
者
、
詩
人
。
岡
山
大
学
教
授
。

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
、
ボ
ン

大
学
留
学
。
島
根
大
学
助
教
授
を
を
経
て
、
二
〇
〇
四
年
よ

り
現
職
。
専
門
は
哲
学
。
著
書
『
カ
ン
ト
と
形
而
上
学
』
（
世

界
思
想
社
）
、
翻
訳
書
『
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』（
岩

波
書
店
）
、
詩
集
『
シ
ル
エ
ッ
ト
の
裏
側
』
（
思
潮
社
）
『
ス
ピ

ラ
ス
ィ
ヨ
ー
ン
』
（
和
光
出
版
）
等
多
数
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                  

　
　　

m
a
i
n
 
s
p
e
a
k
e
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                           

　
　  p

r
e
s
e
n
t
e
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                                 　

adjunct 
speaker

 

メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
は
光
合
成
の
研
究
で
世
界
的
に
知
ら
れ
る
沈
建
仁
氏
、
沈
教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、

光
と
水
か
ら
ほ
ぼ
す
べ
て
の
生
物
の
生
存
を
支
え
る
の
に
必
要
な
酸
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
酵

素
の
仕
組
み
を
解
明
し
、
米
国
の
科
学
雑
誌
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
に
よ
る
二
〇
一
一
年
の
科
学
十
大
成
果

に
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
の
最
先
端
の
研
究
の
根
幹
に
あ
る
概
念
、
あ
る
い
は
思
想
は
、
芸
術
と
の
出
会
い
の
中
で
ど
の
よ

う
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

従
来
に
な
か
っ
た
実
験
的
イ
ベ
ン
ト
に
、
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

光
、
水
、
空
気 

│
│
人
の
理
解
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
何
か
│
│

開
催

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
大
学
理
学
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沈
建
仁
研
究
室

 
 
 
 
 

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部

 

日
本
東
洋
美
術
史
第
二
研
究
室

協
力

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
禅
寺
天
授
庵

　
　
　
　
　
　
　
　

 

福
武
純
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
塚
直
斗

　
　

 

廣
岡
エ
ド
ゥ
ワ
ル
ド
義
郎

会
場

  

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
大
学

　
　
　
　

創
立
五
十
周
年
記
念
館

m
ain

 speech

「
ゆ
が
ん
だ
椅
子
─
─
酸
素
を
作
り
出
す
植
物
の
仕
組
み
」　

沈
建
仁

ad
ju

n
ct speech

「
樹
々
と
、
風
と
─
─
景
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
」　
　

 

須
賀
み
ほ

問
合
せ
先

〇
八
六
─
二
五
一
─
八
五
〇
二

s
h
e
n
@
c
c
.
o
k
a
y
a
m
a
-
u
.
a
c
.
j
p

　

　
　
　
　
　

（
沈
研
究
室
）

　 

岡
山
市
北
区
津
島
一
の
一
の
一

　
　
　

Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
よ
り
バ
ス
、

　
　
　
　
　

「
岡
大
西
門
」
下
車


